
第 12 回コングレスのテーマとアジ研の研修・セミナー 

 

アジ研が研修・セミナーのテーマを選定するに当たっては，域内各国のニーズはもとよ

り，コミッション，国連経済社会理事会，国連総会を通して決定された国連犯罪防止刑事

司法プログラムの優先事項に十分な考慮を払っています。第 12 回コングレスの議題及びワ

ークショップのテーマのほとんどすべては，以下のとおり，アジ研の最近の研修・セミナ

ーで取り上げられています。 

 

児童及び若者と犯罪 

  少年による犯罪や少年に対する犯罪などをテーマとする国際研修を 2005 年，2007 年及び

2008 年に実施したほか，施設内処遇を含む犯罪少年処遇改善のためのケニア政府に対する

技術協力プロジェクトを継続的に行っています。 

 

テロリズム及びサイバー犯罪 

テロリズムとの戦いのための法制度の強化やサイバー犯罪に対する刑事司法による対応

をテーマとする研修・セミナーを 2006 年及び 2008 年に実施し，これらの犯罪に対する効

果的対策を検討しました。 

 

犯罪防止及び刑事司法における被拘禁者の処遇 

都市化に伴う犯罪の防止や被拘禁者を含む犯罪者の再犯防止・低減に向けた効果的な介

入のモデル等について議論するセミナーを 2005 年及び 2007 年に実施しました。 

 

国際組織犯罪に対するための国際協力の推進 

国連国際組織犯罪防止条約及び国連腐敗防止条約等の国際約束を踏まえ，国際組織犯罪

の捜査，訴追及び公判における課題や汚職に対する法制度上及び実務上の効果的な対策を

テーマとする研修・セミナーを 2006 年及び 2008 年に実施しました。 

また，2009 年には，フィリピン司法省及び国連薬物犯罪事務所東アジア・太平洋地域セ

ンターとの共催により，マニラにおいて，東南アジア諸国のためのグッド・ガバナンスに

関する第３回セミナーを実施し，犯罪収益の回復及びマネーロンダリング対策のための国

際協力に焦点を当てました。 

 

法の支配のための国際的な刑事司法教育 

2009 年に，裁判官，検察官及び法執行機関職員の倫理及び行動規範についての国際研修

を行い，その中で刑事司法実務家の倫理及び行動規範に関する教育及び研修の問題も取り

上げました。 

 

矯正施設における過剰収容 

  アジ研は，2009 年に過剰収容をテーマとする研修を実施しました。 



そしてまた，第 12 回コングレスにおいて行われたワークショップ「矯正施設における過

剰収容に対する戦略とベストプラクティス」を企画・運営しました。 


